
山
田
や
す
ゆ
き
市
政
報
告

日
本
共
産
党
岩
国
市
議
会
議
員

海土路町２‐５５‐７
　３１‐２９８５

    2008 年　7月　　　　　　山田やすゆき市政報告　　　　　　　　　Ｎｏ.34　
　　　　　

お読みください

　

日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

　
　
　

　 　
選
挙
公
約
に
つ
い
て

　
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
39
％
、
先

進
国
で
も
最
下
位
で
日
本
人
の
胃
袋

は
ほ
と
ん
ど
が
外
国
に
頼
っ
て
い
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
又
、
林
業
関
係
も
山
は
荒
れ
果

て
、
大
雨
が
降
れ
ば
洪
水
が
発
生
す

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
農
林
業
の

振
興
」
は
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
公
約
に
あ
る
「
農
林
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
、
特
に
「
農
村
地
域
の
活

性
化
」
と
「
零
細
農
家
・
兼
業
農
家

対
策
」
又
、「
耕
作
放
棄
地
対
策
等
」

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
具
体
的
な
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

だ
が
、
部
長
が
岩
国
市
の
現
状
と
今

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
を
答
弁
す
る

に
留
ま
り
、
市
長
の
口
か
ら
「
公
約
」

に
つ
い
て
は
、
何
ら
具
体
的
な
答
弁

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
子
育
て
支
援
　
　

、
今
岩
国
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
数
は

「
こ
ど
も
館
」
を
中
心
に
市
内
8
箇
所

で
延
べ
利
用
者
は
７
６
．
９
４
９
人

で
、
今
後
の
方
針
は
「
に
っ
こ
り
プ
ラ

ン
Ⅱ
」
で
需
要
調
査
を
行
い
、
必
要
性

の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
実
施
す
る

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
具
体
的
な
答
弁
は
な
し

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

三
月
議
会
で「
農
林
業
の
振
興
」に

つ
い
て
十
分
な
答
弁
が
な
か
っ
た
の

で
再
度
今
の
農
業
・
林
業
の
状
況
を

述
べ
、
市
長
か
ら
の
答
弁
を
求
め
ま

し
た
。

　
今
日
、中
国
の
餃
子
問
題
を
始
め
、

原
油
へ
の
投
機
マ
ネ
ー
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
か
ら
の
バ
イ
オ
燃
料
問
題
等
。

世
界
的
に
食
糧
価
格
の
高
騰
な
ど
食

糧
・
農
業
は
国
際
的
に
見
て
も
、
又

国
内
で
も
大
変
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。

現
在
国
の
基
準
額
に
対
し
て
、
30

％
の
軽
減
を
行
な
っ
て
お
り
、
山
口

県
下
で
も
3
番
目
に
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。

旧
町
村
間
の
保
育
料
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
平
成
21
年
度
で
統
一
す

る
こ
と
で
現
在
調
整
中
と
答
弁
。「
新

た
な
負
担
軽
減
」に
つ
い
て
は
、財
源

措
置
が
必
要
な
こ
と
か
ら
「
子
育
て

支
援
施
策
」
全
体
の
中
で
優
先
順
位

や
実
現
可
能
か
ど
う
か
、
今
後
検
討

す
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

 
 

　
騒
音
問
題
に
つ
い
て

現
在
、
国
の
補
助
基
準
に
基
づ
き

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
第
２
子

以
降
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
無
料
化

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
検
討

す
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

ジェット機の騒音が
うるさい時は、次へ
電話を
岩国市役所
  夜間　29－5000
  昼間  29－ 5024
米海兵隊岩国基地航
空基地報道部
　　　　 79-4641

夜
間
に
航
空
機
騒
音
が
発
生
し
た

場
合
、苦
情
が
集
中
し
、電
話
が
繋
が

り
に
く
く
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

 

シ
ス
テ
ム
や
予
算
的
な
問
題
が
あ
り

今
後
の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

実
態
に
即
し
た
騒
音
対
策
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
対
象
地

域
を
70
Ｗ
以
上
に
す
る
こ
と
、
区
域

指
定
後
の
新
築
・
増
改
築
住
宅
や
防

音
工
事
実
施
済
住
宅
の
建
て
替
え
に

伴
う
防
音
工
事
の
再
補
助
に
つ
い
て

も
渉
外
知
事
会
を
通
じ
て
国
に
要
望

し
て
い
る
と
今
ま
で
の
答
弁
と
何
ら

代
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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(
一
面
の
続
き)

滑
走
路
の
運
用
時
間(
午
後
10
時

ま
で
）
を
他
の
基
地
が
所
在
す
る
自

治
体
と
同
じ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

当
局
は
「
岩
国
日
米
協
議
会
」
で

「
滑
走
路
運
用
時
間(

午
前
6
時
30

分
〜
午
後
11
時
ま
で)

外
に
使
用
す

る
場
合
は
岩
国
市
に
通
報
す
る
」
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
前
通

報
が
な
い
場
合
や
事
後
の
通
報
の
遅

れ
が
発
生
し
た
場
合
、
岩
国
市
は
そ

の
都
度
、
米
側
に
厳
し
く
改
善
を
求

め
て
い
る
。

岩
国
市
と
し
て
は
「
従
来
か
ら
渉

外
知
事
会
を
通
じ
て
航
空
機
の
騒
音

軽
減
措
置
と
し
て
夜
間
・
早
朝
、土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
盆
及
び
年
末
・
年

始
の
飛
行
の
全
面
禁
止
を
求
め
て
い

る
」
と
従
来
の
答
弁
と
何
ら
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
市
長
の
選
挙
公
約｣

に
つ
い
て
は

政
策
立
案
に
参
加
し
た(

三
月
議
会
答

　
養
豚
場
の

　
　
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

私
の
養
豚
場
の
悪
臭
等
に
対
す
る

質
問
に
当
局
は
、
六
月
の
時
点
で
既

に
繁
殖
豚
は
い
な
く
て
、肥
育
豚
、子

豚
の
み
で
、
年
内
に
は
全
て
出
荷
を

終
え
、
悪
臭
の
元
と
な
る
糞
尿
、
堆

肥
等
は
速
や
か
に
処
理
さ
れ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

海
土
路
周
辺
の
住
民
は
永
年
養
豚

場
の
悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
、
署
名
を
岩

国
市
に
提
出
す
る
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
を
取
上
げ
議
会
で
質
問
や
悪
臭

測
定
、
豚
舎
や
餌
に
消
臭
効
果
の
あ

る
薬
剤
の
採
用
、
大
形
の
電
気
式
コ

ン
ポ
ス
ト
を
設
置
等
あ
ら
ゆ
る
悪
臭

対
策
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
外
国
か
ら
の
安
い
輸
入

品
が
押
し
寄
せ
る
中
、
今
日
の
日
本

の
畜
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
と
て
も

太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
、
や
む
な
く
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。

   

米
軍
は
5
月
15
日
深
夜
、
6
月
3

日
、
4
日
と
連
続
し
て
事
前
通
告
も

な
く
滑
走
路
を
使
用
、
午
後
11
時
を

過
ぎ
て
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

6
月
21
日
午
前
3
時
40
分
ご
ろ

岩
国
基
地
か
ら
Ｋ
Ｃ
10（
空
中
給
油

機
）
が
離
陸
、
こ
の
機
種
は
「
軍
の

運
用
上
」
と
の
理
由
で
、
何
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

6
月
28
日
に
は
岩
国
基
地
に
現

在
所
属
し
て
い
な
い
Ａ
Ｖ
ハ
リ
ア
ー

Ⅱ
が
9
機
飛
来
、
そ
の
後
、
タ
ッ
チ

ア
ン
ド
ゴ
ー
を
繰
り
返
し
行
な
っ
て

い
ま
し
た
。

弁
）
と
の
こ
と
で
す
か
ら
市
長
自
ら

の
口
で
具
体
的
に
答
え
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

皆さんと力あわせ

　　要求　要望　実現

南岩国 4丁目の平田川の左岸のガード
レール設置完了。今後は民家のある側
の整備を計画的に実施する約束になっ
ています。

大坪川の河口が台風 19号時の大波で河口
に大量の砂が押し寄せられ河口が塞がれ悪
臭が漂っていました。山口県港湾管理事務
所と交渉の結果、水路を切り開き、自然流
下できるようになりました。
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　 さん

「みんなの憲政をつくる
会」から出馬します。
日本共産党は福江さん
を推薦し、地方自治を
守る為に全力をあげ、
艦載機の岩国移転に反
対を表明しています。


